
愛　　　　　　板 愛板５５４号（１）平成31年１月１日

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

平
成
31
年
の
輝
か
し
い
新

春
を
ご
家
族
一
同
で
健
や
か

に
お
迎
え
の
こ
と
と
お
慶
び

申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、
旧

年
中
は
組
合
事
業
及
び
運
営

に
格
別
の
ご
理
解
と
ご
協
力

を
賜
り
ま
し
た
こ
と
を
厚
く

御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
昨
年
前
半
は
景
気

の
低
迷
が
続
き
先
行
き
の
不

透
明
感
が
あ
り
ま
し
た
が
、

夏
頃
よ
り
景
気
の
回
復
基
調

が
見
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

昨
年
は
自
然
災
害
が
非
常

に
多
く
起
こ
り
ま
し
た
。
6

月
か
ら
7
月
に
か
け
て
、
西

日
本
豪
雨
、
9
月
は
、
台
風

21
号
が
非
常
に
強
い
勢
力
を

保
っ
た
ま
ま
上
陸
、
甚
大
な

被
害
を
与
え
ま
し
た
。
さ
ら

に
、
2
日
後
に
は
北
海
道
の

胆
振
地
方
中
東
部
を
震
源
と

す
る
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
6.7
、

最
大
震
度
7
の
地
震
が
発
生
、

北
海
道
全
土
に
大
き
な
被
害

を
も
た
ら
す
な
ど
、
大
規
模

な
自
然
災
害
が
日
本
を
お
そ

い
ま
し
た
。
両
災
害
は
人
的

被
害
を
含
め
広
範
囲
に
渡
り

多
大
な
悪
影
響
を
及
ぼ
し
、

未
だ
生
活
や
生
産
活
動
に
支

障
の
あ
る
地
域
も
少
な
か
ら

ず
残
っ
て
い
ま
す
。

当
地
域
に
も
多
く
被
害
が

発
生
し
、
今
現
在
も
修
繕
工

事
に
追
わ
れ
て
い
る
状
況
で

す
。一

方
で
、
本
年
は
消
費
税

の
増
税
、
材
料
の
入
荷
の
遅

れ
、
人
手
不
足
等
、
我
々
業

界
を
取
り
巻
く
状
況
は
厳
し

い
と
思
わ
れ
ま
す
。
組
合
と

し
て
は
、
メ
ー
カ
ー
様
、
商

社
様
の
力
を
お
借
り
し
て
こ

の
様
な
状
況
を
少
し
で
も
早

く
回
避
出
来
る
様
に
努
力
し

て
い
き
ま
す
。

ま
た
、
今
年
は
平
成
最
後

の
年
で
あ
り
、
5
月
1
日

に
皇
太
子
殿
下
が
新
天
皇

に
即
位
し
て
新
元
号
と
な

り
、
新
し
い
時
代
が
始
ま

り
ま
す
。
新
た
な
気
持
で

未
来
に
向
け
て
の
活
動
、
資

格
取
得
事
業
、
全
板
連
事
業

の
参
加
協
力
、
福
利
厚
生
事

業
、
青
年
部
活
動
、
カ
ン
ボ

ジ
ア
支
援
事
業
等
、
関
係
各

位
の
皆
様
と
共
に
頑
張
っ
て

ま
い
り
ま
す
。

建
設
業
界
が
果
た
す
べ
き

役
割
は
、
ま
す
ま
す
そ
の
重

要
性
を
増
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
、
自
ら
が
誇

り
に
思
う
業
界
と
な
る
よ
う

弛
ま
ぬ
努
力
を
続
け
る
と
と

も
に
、
我
々
建
設
業
の
果
た

し
て
い
る
役
割
、
果
た
す
べ

き
使
命
を
積
極
的
に
ア
ピ
ー

ル
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、

組
合
員
の
皆
様
方
、
関
係
各

位
の
皆
様
方
の
ご
健
勝
と
各

事
業
所
の
更
な
る
ご
発
展
を

ご
祈
願
致
し
ま
し
て
新
年
の

ご
挨
拶
と
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

新
年
の
ご
あ
い
さ
つ

新
年
の
ご
あ
い
さ
つ

小 

野 

寺  

俊 

一

小 

野 

寺  

俊 

一

理
事
長
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新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

愛
知
県
板
金
工
業
組
合
の

皆
様
に
於
か
れ
ま
し
て
は
、

健
や
か
に
新
年
を
迎
え
の
事

と
心
よ
り
お
喜
び
を
申
し
上

げ
ま
す
。
平
素
は
私
共
問
屋

会
に
格
別
の
お
引
き
立
て
を

賜
り
有
難
く
厚
く
御
礼
を
申

し
上
げ
ま
す
。
本
年
も
何
卒

宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。さ

て
、
昨
年
は
ス
ポ
ー
ツ

界
で
日
本
人
選
手
の
活
躍
が

非
常
に
目
立
ち
ま
し
た
。

2
月
の
平
昌
五
輪
で
の
メ

ダ
ル
ラ
ッ
シ
ュ
に
始
ま
り
、

サ
ッ
カ
ー
Ｗ
杯
ロ
シ
ア
大
会
、

ア
メ
リ
カ
メ
ジ
ャ
ー
リ
ー
グ

で
の
大
谷
選
手
の
二
刀
流
な

ど
、
我
々
に
大
き
な
感
動
を

与
え
て
く
れ
ま
し
た
。

国
内
に
目
を
向
け
る
と
、

昨
年
は
甚
大
な
気
象
災
害
が

多
数
発
生
致
し
ま
し
た
。
7

月
の
西
日
本
豪
雨
、
9
月
の 

北
海
道
胆
振
東
部
地
震
、
そ

し
て
台
風
21
号
・
24
号
の
上

陸
で
こ
の
地
方
も
多
大
な
被

害
を
受
け
、
今
も
尚
復
旧
作

業
が
続
い
て
お
り
ま
す
。

日
本
国
内
の
我
々
を
取
り

巻
く
環
境
に
置
い
て
は
、
鋼

板
を
は
じ
め
各
資
材
価
格
及

び
運
搬
費
等
の
高
騰
、
人
手

不
足
や
本
年
10
月
に
実
施
予

定
の
消
費
税
増
税
と
問
題
も

山
積
み
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

し
か
し
、
本
年
は
、
30
年

続
い
た
平
成
と
い
う
時
代
が

幕
を
閉
じ
、
ま
だ
発
表
さ
れ

て
は
お
り
ま
せ
ん
が
新
た
な

元
号
新
た
な
時
代
の
幕
開
け

が
決
定
し
て
お
り
ま
す
。

関
東
で
は
東
京
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
に
向
け
、
関
西
で
は

大
阪
万
博
に
向
け
て
と
、
各

業
界
含
め
明
る
い
未
来
へ
の

ス
タ
ー
ト
の
年
と
な
る
と
考

え
ら
れ
ま
す
。

私
共
問
屋
会
各
社
も
、
各

メ
ー
カ
ー
、
商
社
か
ら
有
益

な
情
報
を
い
ち
早
く
仕
入
れ
、

板
金
組
合
様
に
ご
提
供
さ
せ

国
土
交
通
大
臣
表
彰

◆
建
設
事
業
功
労
者

小
野
寺
　
俊
　
一

（
熱
田
南
支
部
）

名
古
屋
市
長
表
彰

◆
技
能
功
労
者

長
　
山
　
　
　
孝

（
昭
和
支
部
）

全
日
本
板
金
工
業
組
合
連
合
会

理
事
長
表
彰

◆
組
合
功
労
者

後
　
藤
　
　
　
実

（
千
種
支
部
）

松
　
浦
　
正
　
行

（
東
三
支
部
）

竹
　
内
　
竜
　
之

（
知
多
支
部
）

中
部
板
金
工
業
組
合
協
議
会

会
長
表
彰

◆
退
任
理
事
長
功
労
者

齋
　
藤
　
充
　
昭

高
　
柳
　
一
　
男

名
古
屋
市
技
能
職
団
体
連
合
会

会
長
表
彰

◆
優
秀
技
能
者

鈴
　
木
　
修
　
治

（
中
村
支
部
）

秋
の
叙
勲

　
　
　
瑞
宝
単
光
章

◆
職
業
訓
練
功
労
者

井
　
藤
　
和
　
美

日　時	 平成 31年１月 27日㈰
　　	 午前 10時より

会　場	 愛知県産業労働センター
	 ウインクあいち 5階小ホール

内　容	 午前の部　協賛会社紹介
	 　商品説明　
	 午後の部
	 　【楽しみとしての地獄絵】
　	 　愛知教育大学　美術教育講座

　鷹巣　純教授

主　催	 愛知県板金総合職業訓練協会
	 名古屋板金連合会　
	 尾張板金連合会　
	 愛板知多支部

後　援	 愛知県板金工業組合
	 中部ダクト工業協同組合

祝祝祝祝
受
賞

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

受
賞

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

受
賞

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

受
賞

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

て
頂
き
、
新
た
な
需
要
の
掘

り
起
し
を
進
め
て
、
組
合
員

の
皆
様
に
更
に
お
役
に
立
て

る
よ
う
努
め
て
参
る
所
存
で

ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
皆
様
ご

愛
顧
ご
協
力
を
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

平
成
三
十
年
は
、
次
の
組
合
員
の
方
々
が
表
彰
さ
れ
ま

し
た
の
で
、
紹
介
い
た
し
ま
す
。

組
合
員
こ
ぞ
っ
て
祝
福
し
、
こ
れ
か
ら
も
益
々
ご
活
躍

さ
れ
ま
す
よ
う
祈
念
し
た
い
と
存
じ
ま
す
。

順
不
同
・
敬
称
略

年
頭
に
あ
た
り
、
愛
知
県

板
金
工
業
組
合
様
、
組
合
員

の
皆
様
の
更
な
る
ご
多
幸
と

益
々
の
ご
繁
栄
を
祈
念
致
し

ま
し
て
新
年
の
ご
挨
拶
と
さ

せ
て
頂
き
ま
す
。

（
他
団
体
表
彰
）

新
年
の
ご
挨
拶

新
年
の
ご
挨
拶濱

島

　則
夫

濱
島

　則
夫

愛
知
県
亜
鉛
鉄
板
問
屋
会 

会
長

　

愛
知
県
亜
鉛
鉄
板
問
屋
会 

会
長

　

第45回 新春板金セミナーのご案内第45回 新春板金セミナーのご案内
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参加者募集

 第 71 回 全 国 建 築 板 金 業 者 高 知 大 会 第 71 回 全 国 建 築 板 金 業 者 高 知 大 会

西
三
板
金
連
合
会
は
、
11

月
11
日
㈰
午
前
10
時
よ
り
、

碧
南
商
工
会
議
所
に
お
い
て
、

平
成
30
年
度
の
総
会
を
開
催

し
た
。
今
回
の
設
営
、
進
行

は
碧
南
支
部
が
担
当
し
、
小

野
寺
俊
一
理
事
長
、
本
田
幹

雄
名
古
屋
板
金
連
合
会
副
会

長
の
ご
臨
席
を
頂
き
、
傘
下

の
8
支
部
か
ら
組
合
員
38
名

が
出
席
し
た
。

磯
貝
氏
が
司
会
進
行
を
務

め
、
清
水
副
会
長
の
開
会
の

辞
に
続
き
、
物
故
者
に
黙
祷

を
捧
げ
、
担
当
支
部
長
の
三

井
氏
が
歓
迎
の
挨
拶
を
し
、

当
連
合
会
長
の
神
谷
氏
が
こ

の
一
年
間
を
振
り
返
り
な
が

ら
挨
拶
し
た
。
続
い
て
、
来

賓
の
小
野
寺
理
事
長
か
ら
外

国
人
労
働
者
の
案
件
等
全
板

連
報
告
を
交
え
ご
挨
拶
が

あ
っ
た
。

議
案
審
議
に
入
り
、
議
長

に
片
山
氏
が
指
名
さ
れ
、
平

成
30
年
度
事
業
報
告
、
会
計

報
告
、
監
査
報
告
、
平
成
31

年
度
事
業
計
画
案
、
予
算
案

等
が
審
議
さ
れ
す
べ
て
承
認

さ
れ
た
。
な
お
、
役
員
改
選

に
お
い
て
は
神
谷
会
長
の
再

任
が
承
認
さ
れ
た
。
最
後
に

安
全
ス
ロ
ー
ガ
ン
「
小
さ
な

ヒ
ヤ
リ
は
危
険
の
合
図
今
す

ぐ
改
善
無
災
害
」
を
全
員
で

唱
和
し
、
久
野
副
会
長
の
閉

会
の
辞
で
閉
会
し
た
。

懇
親
会
は
場
所
を
移
動
し
、

庭
園
レ
ス
ト
ラ
ン「
松
風
苑
」

に
て
正
午
よ
り
行
わ
れ
親
睦

を
深
め
た
。安

形
（
岡
崎
支
部
）

12
月
1
日
㈯
と
2
日
㈰
の

2
日
間
、
岡
崎
市
産
業
人
材

支
援
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、

第
2
回
わ
く
わ
く
体
験
フ
ェ

ス
タ
が
開
催
さ
れ
、
岡
崎
支

部
は
銅
板
レ
リ
ー
フ
の
体
験

教
室
と
銅
板
折
鶴
の
実
演
販

売
を
行
っ
た
。

岡
崎
技
術
工
学
院
の
ブ
ー

ス
で
は
生
徒
が
製
作
し
た

バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
コ
ン
ロ
や
ち

り
と
り
も
販
売
さ
れ
た
。

安
形
（
岡
崎
支
部
）

大会は、2019年5月16日㈭「くろしおアリーナ」で開催され
ます。

愛知県板金工業組合は2019年５月15日㈬～５月17日㈮二泊
三日の行程で計画しました。組合員の方々の多数の参加を願っ
ています。

申込みは、各支部長に参加費を添えて申込み下さい。
★参 加 費：７万 5 千円
★募集人員：50 名

第
51
回 

西
三
板
金
連
合
会
総
会

第
51
回 

西
三
板
金
連
合
会
総
会

岡
崎
支
部

岡
崎
支
部

第
２
回
わ
く
わ
く
体
験
フ
ェ
ス
タ
に
出
展

第
２
回
わ
く
わ
く
体
験
フ
ェ
ス
タ
に
出
展

旅行期間：2019 年 5月 15 日㈬～ 5月 17 日㈮

 名古屋高速 東名阪 新名神
名古屋駅 ==== 烏森 IC ==== 名古屋西 JC ==== 四日市 JC ==== 草津 JC ====
 8:00    土山 SA 
     9:15 ～ 9:30
名神 阪神高速 神戸淡路鳴門道 徳島道
==== 西宮 IC ======= 須磨 IC ================== 鳴門 JC ==========
 吹田 SA 【明石海峡大橋】淡路 SA（昼食） 【大鳴門橋】　　上坂 SA 
 11:00 ～ 11:15 12:25 ～ 13:10 14:40 ～ 14:55

 淡路鳴門道 【鳴門観潮船 日本丸】
鳴門市内 ==== 鳴門北 IC ======= 淡路島南 IC ===== 福良港 ~~~~~
 8:30 【大鳴門橋】道の駅うずしお 9:30 ～ 10:10　　干潮時間 
  8:45 ～ 9:15 11:00（南流）

  神戸淡路鳴門道 名神
~~ 福良港 == うずしおドーム == 淡路島南 IC ====== 吹田 JC =======
 11:10 11:20 ～ 12:10 名谷 SA  大津 SA
 （昼食） 13:20 ～ 13:35 15:15 ～ 15:30 

 新名神 東名阪 名古屋高速
=== 草津 JC ===== 四日市 JC ===== 名古屋西 IC ===== 名古屋駅（新幹線口）
 鈴鹿 SA 17;45  
 16:40 ～ 17:00 

 高知道
========== 高知 IC ==== 高知城 ==== 高知市内（泊）
 立川 SA 17:00 （車窓） 17:30 
 16:00 ～ 16:25 

 高知道 日本三奇橋
高知市 === くろしおアリーナ ==== 南国 IC ==== 大豊 IC ==== かずら橋 ===
 8:00 8:30 ～ 13:30 14:50 ～ 15:20 

 徳島道 
== 大歩危峡 === 井川池田 IC ====== 鳴門北 IC ==== 鳴門市内（泊）
 （車窓） 吉野川 SA 17:40 ごろ
 （42.8km） 16:15 ～ 16:30  

月日（曜） 行　　程

5月15日
 （水）

5月16日
 （木）

5月17日
 （金）

※夕食は
「土佐食人こうじ家」

　　　　　　　にて

（全国大会参加）

【ホテルリスト】
5 月 15 日高知市内（シングル）　高知パレスホテル（高知県高知市廿代町 1-18）　TEL 088-825-0100
5 月 16 日鳴門市内（和室）　　　鳴門グランドホテル（徳島県鳴門市大毛島）　　 TEL 088-687-1515

▲

あ
い
さ
つ
す
る
神
谷
会
長

▲

総
会
風
景

▲

会
場
風
景
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知
多
支
部
青
年
部
は
11
月

24
日
㈯
午
後
6
時
よ
り
、
活

魚
料
理
ま
る
は
本
館
第
一
会

議
室
に
お
い
て
、
平
成
30
年

度
総
会
を
開
催
し
た
。

部
員
11
名
中
9
名
が
出
席
、

ま
た
来
賓
と
し
て
親
組
合
よ

り
山
内
政
明
県
板
常
務
理
事
、

竹
内
竜
之
支
部
長
、
山
下
政

樹
副
支
部
長
が
出
席
さ
れ
た
。

【
県
　
板
】

2
日	

中
央
会
愛
知
県
大
会

決
議
実
現
促
進
委
員
会

	

於　
キ
ャ
ッ
ス
ル
プ
ラ
ザ

	

出
席
者　

理
事
長

5
日	

労
働
保
険
研
究
会

	

於　

名
古
屋
東
職
安

	

出
席
者　

粕
谷

8
日	

全
板
連
／
日
板
協　

第
3
回
理
事
会

	

於　

東
京
板
金
会
館

	

出
席
者　

理
事
長

8
日	

技
能
委
員
会

	

於　

組
合
会
議
室

11
日	

西
三
板
金
連
合
会
総
会

	

於　

碧
南
商
工
会
議
所

	

出
席
者　

理
事
長

16
日	

厨
房
空
調
委
員
会

	

於　

組
合
会
議
室

19
日	

保
証
委
員
会

	

於　

組
合
会
議
室

21
日	

全
国
理
事
長
連
絡
会
議

　
　
　
　

・
全
板
国
保
支
部
長
会

　
　
　
　

・
議
員
連
盟
総
会

	

於　

自
由
民
主
党
会
館

	

出
席
者　

理
事
長

27
日	

総
務
委
員
会

	

於　

組
合
会
議
室

【
各
支
部
】

名
古
屋
板
金
連
合
会

22
日　

支
部
長
会	

12
名

・
安
全
祈
願
祭
、
新
春
板
金
セ
ミ

ナ
ー
に
つ
い
て

中
村
支
部

28
日　

定
例
会	

6
名

・
県
板
、
連
合
会
等
行
事
確
認
、
他

瑞
穂
支
部

1
日　

支
部
会	
15
名

・
忘
年
会
に
つ
い
て
、
他

開
会
の
辞
に
続
き
、
山
下

卓
也
部
長
挨
拶
、
来
賓
挨
拶

後
、
議
長
に
宮
上
昌
明
氏
が

選
出
さ
れ
た
。
議
案
審
議
は

円
滑
に
行
わ
れ
全
て
承
認
さ

れ
た
。
今
回
は
役
員
改
選
の

年
に
当
た
り
新
部
長
は
蟹
江

将
人
氏
・
新
副
部
長
は
吉
川

忠
宏
氏
で
新
体
制
と
な
る
。

休
憩
を
は
さ
み
問
屋
4
名

様
、
今
年
の
干
支
「
亥
（
イ

ノ
シ
シ
）」
に
つ
い
て
調
べ

て
み
ま
し
た
。

亥
の
季
節
は
冬
に
あ
た
り
、

春
の
芽
吹
き
ま
で
じ
っ
と
固

い
種
の
中
で
エ
ネ
ル
ギ
ー
を

貯
め
る
季
節
で
、
個
人
に
お

い
て
は
知
識
を
増
や
し
た
り

精
神
を
育
て
る
年
、
ま
た
組

織
で
は
人
材
育
成
や
設
備
投

資
に
力
を
入
れ
、
財
務
基
盤

を
固
め
る
の
に
適
し
て
い
る

年
の
様
で
す
。
又
、
大
き
な

地
震
も
過
去
多
く
発
生
し
て

い
て
、
関
東
大
震
災
も
亥
の

年
に
起
き
て
い
ま
す
。

5
月
に
は
新
し
い
年
号
と

な
り
ま
す
。
心
配
ば
か
り
し

て
い
な
い
で
、
成
果
を
出
す

べ
く
、
猪
の
如
く
、「
猪
突
猛

進
」
と
行
き
た
い
も
の
で
す
。

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、

こ
の
一
年
が
皆
様
に
と
り
ま

し
て
素
晴
ら
し
い
年
に
な
り

ま
す
よ
う
祈
願
し
て
新
年
の

編
集
後
記
と
さ
せ
て
頂
き
ま

す
。　
　
　
　
　
　
　
　

Ｍ

十
二
月
四
日
㈫

五
五
四
号　

編
集
会
議

広
報
委
員　

六
名

午
後
二
時
半
開
会

午
後
五
時
閉
会

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
組
合
員

の
皆
様
方
に
於
か
れ
ま
し
て

は
ご
家
族
お
揃
い
で
新
し
い

年
を
お
迎
え
の
事
と
お
慶
び

申
し
上
げ
ま
す
。

こ
の
新
年
の
ご
挨
拶
を
さ

せ
て
頂
く
の
も
今
回
で
6
回

目
と
な
り
ま
す
。
何
を
書
こ

う
か
迷
い
ま
し
た
が
昨
年
同

犬
山
支
部

15
日　

定
例
会	

8
名

・
組
合
員
手
帳
配
布
、
他

西
春
日
井
支
部

29
日　

例
会	

13
名

・
新
年
会
、
研
修
旅
行
に
つ
い
て

岡
崎
支
部

24
日　

忘
年
会

刈
谷
支
部

1
日　

定
例
会	

6
名

・
情
報
交
換
等

豊
田
支
部

8
日
・
12
日
・
15
日

　

大
人
の
板
金
教
室

・
銅
板
製
品
の
作
成

西
尾
支
部

13
日　

役
員
会	

7
名

・
定
例
会
運
営
費
に
つ
い
て

知
多
支
部

6
日　

理
事
会	

13
名

・
総
会
打
ち
合
わ
せ

13
日　

理
事
・
役
員
会	

16
名

24
日　

青
年
部
総
会

東
三
支
部

17
日　

勉
強
会	

15
名

・
見
積
ソ
フ
ト
講
習

豊
田
支
部
は
11
月
8
日
㈭
、

12
日
㈪
、
15
日
㈭
の
3
日
間
、

一
般
の
方
を
対
象
に
し
た
職

業
訓
練
を
豊
田
市
陣
中
町
の

豊
田
高
等
職
業
訓
練
校
に
て

行
っ
た
。

毎
年
11
月
に
行
っ
て
お
り

今
年
は
銅
板
製
の
「
ウ
ェ
ル

カ
ム
ボ
ー
ド
」
や
「
ク
リ
ス

マ
ス
関
連
の
物
」
を
作
成
目

的
と
し
募
集
し
た
と
こ
ろ
、

10
名
の
参
加
者
が
あ
り
中
に

は
30
代
の
夫
婦
で
参
加
し
て

く
れ
た
方
も
い
た
。

講
師
を
田
中
稔
氏
と
池
田

憲
穂
氏
が
務
め
、
夜
間
訓
練

な
の
で
支
部
員
も
各
日
５
名

程
自
主
参
加
し
て
講
師
を
手

伝
っ
た
。

今
回
は
特
に
テ
ー
マ
を
決

め
ず
に
「
自
由
に
作
り
た
い

も
の
を
」
と
提
案
し
た
が
、

何
年
も
こ
の
板
金
教
室
に
来

て
い
た
だ
い
て
い
る
方
が
多

く
、
ほ
と
ん
ど
が
作
成
す
る

も
の
の
イ
メ
ー
ジ
が
出
来
て

い
る
人
ば
か
り
で
驚
い
た
。

最
終
日
に
は
色
付
け
を
し
、

出
来
上
が
っ
た
作
品
を
手
に

記
念
撮
影
を
し
た
。

赤
池
（
豊
田
支
部
）

と
新
人
1
名
、
青
年
部
活
動

に
興
味
を
持
つ
同
業
者
3
名

が
加
わ
り
忘
年
会
を
行
っ
た
。

山
内
政
明
氏
の
乾
杯
の
音
頭

で
宴
に
入
っ
た
。

中
締
め
を
山
下
政
樹
氏
が

行
い
お
開
き
と
な
っ
た
。

檜
谷
（
知
多
支
部
）

11
月
度
の
動
き

知
多
支
部
青
年
部

知
多
支
部
青
年
部

  

総
会
・
忘
年
会
開
催

  

総
会
・
忘
年
会
開
催

豊
田
支
部

豊
田
支
部

大
人
の
板
金
教
室

大
人
の
板
金
教
室

編
集
後
記

▲新役員
　（左）蟹江将人 部長
　（右）吉川忠宏 副部長


